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東京モーターショーニュース・スタッフ

編集後記

── 会期17日間 熱気と興奮に包まれて ──
第40回東京モーターショー閉幕

東京モーターショーは、第４０回という節目の年に当たり、１９９７年の３２回ショー以来１０年ぶりに乗用車・二輪車・商用車・車体・部品関
連製品とすべてのカテゴリーを一堂に会する総合ショーとして、新たに生まれ変わりました。
最先端の製品や技術展示とともに体験試乗会やシンポジウムをはじめとした「お客様参加･体験型」の多彩な特別企画などを通じて、

クルマの夢や楽しさ、素晴らしさをご来場いただいた多くのお客様に充分体感していただけたものと思います。
そして、私どもの目指す『コンパクトな展示で、世界最高の情報発信力のある東京モーターショー』を具現化できたものと考えます。
“モーターショーニュース”では、こうした多彩な製品･技術の展示・イベント・お客様の様 な々表情など、多面的にお伝えしてまいりました。
東京モーターショーは、これからも世界が注目するトップレベルの製品・技術が集結する場として、またワクワク・ドキドキする魅力的なクル

マに出会う場を提供することを念頭に、さらなる進化を続けてまいります。

社団法人日本自動車工業会　　理事・事務局長田中 勲

「第40回東京モーターショー2007」（主催・日本自動車工業
会）は、10月26日からの会期17日間に総数1,425,800人の来場者
を千葉市・幕張メッセ会場に迎え、連日熱気と興奮に包まれた盛
況を示すうちに、11月11日午後7時に閉幕した。
今回ショーは「世界に、未来に、ニュースです。」の開催テー

マのもとに、乗用車・商用車・二輪車・車体・部品・機械器具関連
製品の自動車分野のすべてが大集合した、10年ぶりとなる「新・
総合ショー」。日本を含む世界11ヵ国・1地域から4政府・1団体・

241社が参加し、プレミアモデル180台をはじめ、最先端の環境・
安全技術や先進のデザイン、さらには楽しさ、快適さをアピール
する多彩なクルマを出品展示、その華やかな競演が多くのモー
ターファンを魅了した。
また、来場者に広く“参加・体験”を呼びかけた各種イベント

も、過去最多の5つの体験試乗会や子ども向け企画の充実など
によって前回ショーを上回る人気を集め、第40回開催を記念す
る東京モーターショーを成功に導く大きな役割を果たした。

監　　修　神谷喜三
執　　筆　金子昭三、神谷喜三、
　　　　　山下雄璽郎、福田俊之、井元康一郎
写真撮影　野澤廣幸
協　　力  （株）イメージサイエンス
翻　　訳　Richard Walker /
　　　　  （株）ユニカルインターナショナル
進行管理  （株）ユニカルインターナショナル
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第41回東京モーターショー
開催予告

名称：
第41回東京モーターショー2009（仮）

主催：社団法人 日本自動車工業会

会期：2009年　秋

会場：千葉市・幕張メッセ

来場者数 プレスデー  14,300人

 一般公開日  1,425,800人

 　　　　　　合　　計 1,440,100人

体験試乗会 商用車同乗試乗会 9,767人

 クリーンエネルギー車同乗試乗会 10,841人 

 セーフティドライブ体験試乗会 932人 

 ４×４アドベンチャー同乗試乗会 8,252人 

 少年少女モータースクール参加者数 541人 

 　　　　　体験試乗会累計 30,306人 

シンポジウム参加者数  3,070人

親子で楽しむクリーンエネルギー車教室 1,528人

こどもカーモデラー体験教室  218人 

小中学生特別見学日  のべ29校　2,575人

スロットカー・サーキット  4,534人

ミニシアター   5,670人

献血者数   2,611人

ドナー登録者数  703人



　第40回東京モーターショー2007は、会期（10月26日～11月11日）
中の総来場者数が142万5,800人に達し、世界主要モーターショー
の中では2006年のパリ国際モーターショーに並ぶ世界トップレベル
の来場者規模での開催となった。
　今回ショーのまず最初に挙げられる特色は、装いを10年ぶりに改
め、自動車産業の関連分野を網羅する「新・総合ショー」として再ス
タートを切ったことだ。乗用車・商用車・二輪車・車体・部品・機械器具
関連製品の新技術、新製品が一堂に会した幕張メッセ会場からコ
ンパクトで濃密な、質の高い情報をあますことなく発信する。「世界
に、未来に、ニュースです。」という今回のショーテーマに、そうした出
品各社の意気込みが感じ取れる。
　「新・総合ショー」はまた、国内、海外メディアの注目するところと
なって、プレス来場者数は前回を1,000人上回る1万4,300人と東京
モーターショーとしての過去最高を記録した。とりわけ中国や韓国、
ASEAN（東南アジア諸国連合）など自動車産業の成長著しいアジ
ア圏からのプレスの増加と合わせ、一般来場者にもアジア系の人び
とが数多く目立つようになり、国際ショーの色彩を一段と深めた。
　今回ショーに出品されたワールドプレミア（世界初出品）は車両77
台、ジャパンプレミア（日本初出品）が103台。総数でも世界トップレベ

第40回東京モーターショー2007を
振り返って

ルのプレミアカー展示となったが、その多くがサスティナブルなクルマ
社会の実現へ向け、環境・安全対応の先進技術とクルマ本来の「楽
しさ」、「快適さ」を兼ね備えた意欲的なモデル。近未来都市へアプ
ローチする夢のあるコミュータコンセプトなどと共に、来場者の関心
を集めていた。またワールドプレミアのうちに商用車5台、車体4台が
織り込まれたのも、「新・総合ショー」を特色付けた。
　その一方で、今回ショーには国内市場の再活性化をめざす市販
車や市販予定車の新型モデルが各社ブースに多数出品された。
　東京モーターショーが今ひとつ期待を込めているのは“お客様参
加・体験型”の多彩なイベント展開を通じて「クルマの夢や楽しさ、素
晴らしさ」を来場者に広く認知してもらうことだ。
　このため前回までのクリーンエネルギー車同乗試乗会などにセー
フティドライブ体験試乗会、4×4アドベンチャー同乗試乗会を新たに加
えて5つに拡充された体験試乗会は大人気で、参加者は総数約3万
人に達した。さらに張富士夫自工会会長が一般ユーザーとクルマの
魅力について語り合うシンポジウム、多くの子ども向け体験学習やエ
ンターテインメント型のプログラムの新企画の成功などを通じて、クル
マ文化の興隆に果たす役割りを強く印象付けることができた。
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